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令和 7年度 第 1回 日高圏域地域・職域連携推進連絡会議事概要 

 

 ○日 時 令和 7年 9月 10日（水）10：00～12：00 

 ○場 所 浦河保健所 ２階会議室 

 ○出席者 委員 11名（欠席７名）、事務局８名 

 

１ 開会・挨拶 

 

２ 議 題 

（１） 説明：「日高圏域地域・職域連携推進連絡会の今後の取り組みに向けたニーズ調査（令和７年２月実施） 

の結果報告について」 

提案：「こころの健康の領域を重点的に取り組む領域とすること」 

   「各年度（令和７年度から令和 11年度）に取り組む重点領域の設定」 

   「令和７年度に取り組む「こころの健康」の具体的な取組の提示」 

 

◎事務局 

本年２月に実施した「日高圏域地域・職域連携推進連絡会の今後の取組に向けたニーズ調査」の結果につい

て、５月に一度結果を還元したが、改めて結果を説明する。また、町・職域・団体の３種類の様式を作成し、

主に「健康課題の把握状況」「健康づくりの取組状況」「連絡会に求めること」「今後の連絡会」について伺った。 

 

○資料１－１：日高圏域地域・職域連携推進連絡会の今後の取組に向けたニーズ調査（令和７年２月実施）の結果報告書  

  「１．健康づくり対策の優先度」についてであるが、職域の方々に伺っており、職域は全部で８名の委員と

なるが、そのうち、「積極的に健康づくりに取り組んでいる」と回答した委員が２名、「重要だと思うが優先度

が低い」と回答した委員が６名という結果であった。 

  連絡会としてできることの第一歩として、委員の負担が少なく実施できそうな取組を検討するための情報と

して、後ほど議題３にもあるが、各町の働く人も参加できる地域住民向けの健康づくり事業などの情報を提供

することで、町の健康づくり事業の参加に繋がっていくのではないかと考える。 

 

「２．団体所属職員の健康管理で気になること」についてであるが、職域の方々に伺っており、定期健康診

断における職員の有所見率が高い、ここ何年か続けて心臓の病気で入院する職員が多い、職員の飲酒や喫煙の

量が気になるとの回答をいただいた。 

  所属職員の健康管理で気になることがあるが、優先して取り組むことが難しい委員の方々への情報提供や、

連絡会での学習会等を通して発信していきたい。 

 

「４．団体傘下の会員や組合員に対する、定期健康診断の受診勧奨状況」についてであるが、職域の方々に

伺っており、団体傘下の会員や組合員への定期健康診断の受診勧奨状況では、受診勧奨をしていると回答した

委員が３名、していないと回答した委員は５名という結果であった。 

今回の会議開催に当たり、事前に照会した「働く人も参加できる地域住民向けの健康づくり事業」の取りま

とめでは、浦河商工会議所の１件を把握したところである。後ほど議題３で説明いただく予定である。 
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「５．日高圏域で健康づくりの取組を推進していくにあたり、協力可能なこと」についてであるが、３団体

に伺っており、北海道看護協会日高支部による研修会の講師派遣や、北海道栄養士会日高支部による健康まつ

りやセミナーなどの栄養相談コーナーなどでご協力いただけるとの回答があった。 

  今後の連絡会において、重点領域の学習会などの実施も考えているので、その際はご協力いただきたい。 

  

「６．働く人向けの健康づくりに関する事業があるか」についてであるが、職域・町・団体の全委員に伺っ

ており、職域の中では、健診受診勧奨の割合が一番多く、次いで受動喫煙防止対策やメンタルヘルス対策など

を実施されていた。 

２月のニーズ調査では、“働く人向け”の健康づくり事業について伺っていたが、今回、“働く人も参加でき

る”地域住民向けの健康づくり事業として幅広に改めて照会させていただいた。各委員が取り組まれている事

業については、後ほど議題３で詳細を伺いたい。 

 

「７．健康づくりを進めるにあたっての課題・負担」についてであるが、職域の方々に伺っており、専門的

な知識不足や、対策を考える上での相談相手がいないとの回答が多かった。 

連絡会で実施する学習会や、セミナーには、傘下の団体も参加できるような体制を検討していくので、そう

した機会を活用し、取組を実施する際の参考としていただきたい。 

その他の回答としては、人手不足や、印刷費・郵送費等の金銭的問題があげられているが、ホームページや

掲示版への掲載、メールでの周知など、可能な範囲で対応いただきたい。 

傘下会員や組合員の健康への関心意欲が低いことに関しては、働く人の健康意識の向上は連絡会の取組とし

て推進していきたい内容であるため、まずは、この連絡会の場で各委員に健康づくりの必要性を理解していた

だき、この連携事業を通じて傘下会員にも関心を持ってもらえるような取組を一緒に考えていきたい。 

 

「10．町・団体・職域・民間企業と連携した健康づくりにおける取組の実施経験」についてであるが、すで 

に町と職域間で連携しているところもあり、新ひだか町商工会が町全体の健康づくりに寄与する取組として

会員の健康診断の結果を新ひだか町役場に提出されているとのことである。また、町が依頼を受けて、こころ

の健康や生活習慣病予防に関する講話を実施されている。 

   新ひだか町では、令和５年７月に北海道国民健康保険団体連合会と全国健康保険協会北海道支部との三者

間で「新ひだか町民の健康づくり推進に向けた三者間による連携協定」を結び、特定健診の受診促進に関する

ことや健康づくりにかかる協働事業を実施している。 

 

「11．今後、連携したい町・団体・職域・民間企業や事業」「12．連携する上での課題」「14．健康づくりの

推進のためにほしい情報」についてであるが、職域・町・団体の全委員に伺っており、新ひだか町と新ひだか

町商工会との連携事業である、商工会会員の健康診断実施状況の把握についての先駆的な連携事業がある一

方で、連携のきっかけが作れておらず他町の職域との連携情報を求めるものや、メンタル面でダメージを受

けた社員への対応方法といった課題があげられている。 

    また、情報交換の場や交流の促進、企業による健康管理への意識の差などが課題としてあげられている。 

  この連絡会の趣旨である連携を求めるものであり、連絡会をきっかけに連携事業の実現につながるような働

きかけをしていきたいと考えている。 

    そうした働きかけを進めつつ、他事業所の健康づくりに関する好事例や他町の職域との連携状況を知りた

いといった声があがっていることから、この連絡会の場で好事例発表も実施していきたいと考えている。  
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「13．日高圏域健康づくり事業行動計画の 14領域のうち、関心のある領域」についてであるが、職域・町・ 

団体の全委員に伺っており、日高圏域として重点的に取り組む領域として、喫煙・循環器病・糖尿病の３領域

を設定したところであるが、今回のニーズ調査でこの表のとおり、「こころの健康」が最も関心が高いことが

分かった。このことから、重点３領域に「こころの健康」を加えて、重点的に取り組む領域とすることを提案

したい。 

   重点領域とするのは、日高圏域として数値が悪いことや、地域の健康課題として改善していかなければな

らない領域を設定するものであり、重点領域の課題改善に向けては、例えば、連絡会において、こころの健康

をテーマにした学習会を開催したり、具体例の取組の提示によって各委員の取組につなげ、健康課題の解決

を図ることを目指している。 

 

◎事務局 

重点領域に「こころの健康」も加えることを提案したところ異議なく、喫煙・循環器病・糖尿病の３領域に

「こころの健康」を加えて、重点的に取り組むこととした。 

 次に、令和７年度から行動計画の最終年度である令和 11 年度までの各年度に、特に重点的に取り組む重点

領域の設定等について説明する。 

 

○資料１－２：各年度の重点領域の設定 

  日高圏域として設定した重点４領域のうち、令和７年度及び令和８年度はニーズ調査で関心度の高かったこ

ころの健康を、さらに皆様から報告をいただいた令和６年度の取組実績を踏まえて、令和９年度は喫煙、令和

10 年度は糖尿病、令和 11 年度は循環器病を各年度に重点的に取り組む領域とすることを提案したい。各年度

に振り分けて実施していくことで、連絡会としてもテーマに沿った講師の選定など、情報の提供が的確にでき、

各委員も取り組みやすくなるのではないかと考えている。 

また、先ほど令和 10 年度と令和 11 年度に重点的に取り組む領域とすることを提案した糖尿病と循環器病

は、栄養・食生活の生活習慣や運動習慣などの行動の積み重ねによって引き起こされる病気、結果の領域であ

り、これらの生活習慣に目を向け、習慣を改善していけば生活習慣病を予防できるということになる。糖尿病

や循環器病を重点的に取り組みましょうと言ってもなかなか難しいので、運動習慣、飲酒習慣といった行動系

の領域も併せて取り組むことで結果的に糖尿病や循環器病といった結果の領域の取組を推進していきたい。 

  現段階では、その行動系の領域は決まっていないが、毎年度の取組実績等を評価検討しながら令和９年度に

令和 10年度の行動系の領域を、令和 10年度に令和 11年度の行動系の領域を設定していくこととしたい。 

 

○資料１－３：各年度の重点領域の設定 

  今後の連絡会の進め方について、現時点では、年度末の３月頃に各委員に取組実績及び次年度の委員を照会

し、翌年度の４月頃に取組実績報告の締切の期限を設けて、取りまとめを行う。 

連絡会は年２回の開催とし、第１回目の開催は９月から 10月頃、第２回目の開催は２月頃を予定している。 

第１回目の連絡会では、前年度の実績報告、重点として取り組んだ領域の取組成果や、その年度で取り組む

重点領域をテーマとした学習会や好事例の発表などの内容を考えている。第２回目の連絡会では、次年度の重

点領域の取組を４月から開始できるよう、次年度の重点領域をテーマとした学習会や好事例の発表を考えてい

る。 
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◎事務局 

本件に関し質疑等を求めたところ、浦河労働基準監督署奥田委員から発言を求められ、同委員

を指名。 

 

◎浦河労働基準監督署 

  今年度であれば、第２回連絡会議が２月ということなので、１回目の連絡会議を９月、10月あたりにすると、

そこまでで取り組みが４か月、５か月ぐらいになる。例えば、１回目の連絡会議を８月、９月に１か月前倒し

すればちょうど半年となるので取組を進めることと第２回目の連絡会への参加の準備にもう少し時間をとる

ことができると思うがいかがか。 

 

◎事務局 

皆様からいただいた実績報告を取りまとめた後、７月、８月末に浦河保健所と静内保健所の検討チームによ

り評価会議を開催し、その中で実績、取組状況を把握した上で、今回、第１回目の連絡会を９月に開催させて

いただいているところである。例えば、令和７年度に関しては、今からのスタートとなるので第２回目の連絡

会まで半年のみとなるが、令和８年度もこころの健康をテーマとしていることから、１年半かけて活動してい

くことになる。 

それぞれの取り組みについて、前年の第２回目の連絡会で講師などを呼び、事業を進めるに当たって懸念さ

れているところも含めて学んでいくことを想定しており、今後５年間の取組の進め方を今回提案させていただ

いたところである。 

それらを事前に計画的に準備されるということであれば、事務局としても準備、情報提供等について協力さ

せていただくので疑問点などがあればお声掛けいただきたい。 

 

◎浦河労働基準監督署 

承知した。前年度は８月 29 日に開催されていたことや、多くの委員に出席していただけるときに連絡会を

開催できればよいと思ったので質問した。事務局の都合であれば問題ないと考える。 

 

◎事務局 

日高圏域の重点４領域のうち、各年度に特に重点的に取り組む領域を設定すること、それに合わせて前年度

中に行動系の領域の取組を設定すること、連絡会のスケジュールとその内容を提案したところ異議なく、提案

どおり取組を進めることとした。 

  次に、令和７年度に取り組む「こころの健康」の具体的な内容について説明した。 

 

○資料１－４：こころの健康 具体的な取組の提示 

  資料１－３では、連絡会の具体的な内容を提示したが、令和７年度及び令和８年度の特に重点的に取り組む

領域である「こころの健康」について、各委員の取組につながりやすいように具体的な取組例を作成したので

ご覧いただきたい。併せて日高圏域健康づくり事業行動計画の 64ページの役割分担の表をご覧いただきたい。   

資料１－４には「こころの健康」の主な取組と役割分担をそのまま持ってきている。その中で４つの取組に

ついて具体例をお伝えします。一つ目の「精神保健相談やこころの健康相談、事例検討の検討や健康教育等の

取り組みを強化します。」では、保健所と町が主体的な役割の◎となり、教育、医療、職域、団体が連携、協働

でやっていきましょうという役割の○になっている。保健所ができることとしては、連絡会において「こころ
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の健康」をテーマにした学習会や好事例発表等の開催すること、各町などで主催している健康づくり事業への

協力や、こころの健康相談の対応であったり、支援ケースの事例検討等を考えている。 

「各委員の取組実績に繋がる提示案」の各種相談窓口の周知については、健康相談の窓口を一覧にしたもの

があるので後ほど詳しく説明する。他に、こころの健康相談対応、健康教育等の実施、健康教育への参加勧奨

があり、矢印の右側には「各委員が取り組む具体的取組例」をあげている。 

こちらは、３段階に分かれており、１段目がセルフケアとして、従業員を含めたご自身の取組ということで、

道や国の取組、町主催の健康づくり事業、心のサポーター養成事業等などに参加すること。各健康づくり事業

への参加によって学び得た情報に基づくこころの健康づくりの実践をあげている。 

２段目の「各企業等の管理監督者による取組」について、上段から下段にかけて難易度が上がる取組例とし

てあげている。取り組みやすいものとしては、連絡会への参加による情報収集、各種相談窓口の周知、道や国

の取組の周知と参加呼びかけ、町主催の健康づくり事業への参加の呼びかけ。次の段階としては、保健所、労

働基準監督署、地域産業保健センターの講師派遣の活用や、地域産業保健センターに関しては産業医の事業場

訪問による保健指導等の活用をあげている。さらに、職場内の相談窓口の設置、匿名による職場改善アンケー

ト等の実施がある。難易度は上がるが、社内規定の整備として労働基準監督署と連携した職場復帰後のフォロ

ーアップや、職場内での定期的な勉強会の開催等があげている。 

３段目の委員の傘下団体への伝達については、例えば、連絡会で学んだこころの健康づくりの情報や、その

他各種相談窓口の周知、町主催の健康づくり事業への参加の呼びかけ等を行うことを具体例としてあげている。 

この具体的取組例は、先述の主な取組に対し、一つのみではなく複数に跨がる内容でもあると考える。皆様

には実績を報告していただいているが、こういった具体例を参考にどの項目に該当するか確認いただきたい。 

実際に取り組んでいるが実績の 1カウントにつながっていないものを拾い上げていきたいと考えている。 

このような具体例を参考に、実績を報告していただきたい。 

主な取組の二つ目の「職場における相談や研修。職場復帰支援のための取組を推進します。」については、町、

保健所と連携しながら、職域が主体で取り組むという役割分担であり、保健所としては連絡会の開催において、

労働基準監督署や地域産業保険センターの事業紹介などを通した活用促進ができるのではないかと考える。 

委員の皆様の実際の取組の実施につながることとしては、各職場における相談窓口の設置、復帰する職員の

ための職場環境づくり等が考えられる。 

三つ目の「地域・職域連携事業を通し、メンタルヘルスの取組実施を推進します。」については、町と保健所

が主体となり、職域、団体と連携して取組を進めていく役割分担であり、各委員の取組につながるように、具

体的なものを提示している。日高圏域地域職域連絡会への参加も該当するので、今回、令和６年度の実績とし

て、新冠町に連絡会に参加したことをあげていただいたように、他の委員の皆様も取組実績としてあげていた

だきたい。 

四つ目の「保健、医療、福祉関係者や教職員等、様々な分野に対する普及啓発を推進します。」については、

町と保健所が主体となり、教育機関、医療機関、職域と連携して取組を進めていく役割分担であり、「こころの

耳」という名称の働く人のメンタルヘルスポータルサイトがあり、そういったものの周知、啓発に取り組んで

いけるのではないかと考えている。各委員の皆様にはポータルサイトの所属職員や傘下団体への周囲に取り組

んでいただきたい。 

 

○資料１－５：こころの健康相談窓口一覧とチラシ・リーフレット  

こころの健康相談窓口については、保健所で把握している範囲で一覧にしているので活用いただきたい。保

健所の相談窓口や各町の相談窓口の電話番号、相談時間等を掲載している。配布しているチラシのうち、浦河
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保健所独自で作成したリーフレットには保健師へ相談できる連絡先を掲載しており、裏面には、24時間対応で

相談できるいのちの電話やこどものＳＯＳの相談窓口、ＱＲコードで読み取れるようなインターネット相談と

いった窓口一覧を掲載している。 

「こころの健康相談のお知らせ」についても浦河保健所で作成しており、精神科医師、精神保健福祉士、保

健師に相談できるものとなっている。奇数月の第 2金曜日、午後１時半～３時半に予約制で相談窓口を設けて

いる。静内保健所では、「精神保健相談（こころ健康相談）日程表」を作成しており、毎月第２金曜日に精神科

専門医への相談を予約制で受け付けている。保健師への相談は、８時 45分～17時 30分の時間帯で相談を受け

付けている。「働く人の相談室」のチラシについては、自殺予防週間に合わせて、９月 13日限定で日本産業カ

ウンセラー協会が主催するもので、電話、ＳＮＳでの相談が可能となっている。「こころの耳をご存じですか？」

というチラシでは、職場のメンタルヘルス対策の専門情報サイトとして、働く人向けのセルフケアの提示や、

鬱病についてのケア、家族、事業者向けの内容、他の会社の取組事例等が掲載されたサイトとなっている。 

また、先ほど具体的な取組として、町主催による「心のサポーター養成事業」を例示したが、この事業につ

いて事務局から説明する。 

 

○説明：心のサポーター養成事業 

心のサポーター養成事業については、正しい知識と理解に基づいて、家族、同僚等の身近な人に対して、傾

聴を中心とした支援を行う方を養成するもので小学生から大人までをその対象としている。メンタルヘルス・

ファーストエイドという考え方を参考に、厚労省で事業化したものとなっている。厚労省では、2033年度末ま

でに 100万人のサポーターを養成することを目指している。このサポーター養成研修を受講するに当たっては

特別な資格等は要さないこととなっている。つらいとき、苦しいときに誰かがそばにいてくれるだけで心が軽

くなった経験が誰にでもあると思うが、そのような、身近な人の心の不調に気づいて、耳を傾け“てあて”を

することが心のサポーターの役割となっている。 

研修には、座学と演習の構成で 120分間がパッケージ化されたものになっており、短縮するといったことは

できないので、時間の確保が必要になる。令和６年度から全国的に展開され市町村が主体となることに限定し

て進められていたが、今年度からは、企業、官公庁、教育機関、職域団体にまでに拡大された。市町村に対し

ては、道から今年度の案内をお送りしていると思う。職域団体については、北海道産業保健総合支援センター、

北海道労働保健管理協会の方に道から周知していると聞いている。そこから、関係団体の方に案内されている

機関もあるかと思う。 

実施に当たっては道と実施団体の共催で開催し、道の方で講師を無料で派遣することとなっている。事業に興 

味がある方は「ここサポ」と検索しホームページを参照していただきたい。不明な点については浦河保健所、

静内保健所にご相談いただきたい。 

 

◎事務局 

  日高町が昨年度心のサポーター養成事業を利用希望されていたことから同委員を指名。 

 

◎日高町 

○説明：事業の説明（事業を活用した経緯、感想） 

去年、保健所を通じて、道の方から厚生労働省のモデル事業があるとのことで希望調査があった。日高町と

しても毎年、関係団体、地域で活躍されているボランティア団体等の対象者にこころの健康づくりの研修会を

開催しているところであり、今回はこういった初めての事業ではあったが、国でも 100万人を目指していきた
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いということ、認定証等をいただけるということで、認知症サポーターのように子どもからお年寄りまで多く

の人に理解を深めていただく機会と思い手挙げしたところ、去年の５月に決定し実施した。 

対象者については、地域包括支援センターと相談して、身近な相談相手の一つの団体として町の見守りネッ

トワーク協力員、日高町のボランティア団体、日高社会福祉協議会の自立支援員等を中心に声かけを行い、参

加者は 39 名となった。講師の都合もあり、13 時 30 分～16 時までの平日の日中帯ということで、子ども、学

校の先生方への声かけが難しくなったところがあったが、多方面からの参加があり、とてもよい反応であった。

参加者のうち、傾聴の講座や実践的な研修を受講されている方も多かったので初歩的な内容でちょっと物足り

なかったという声もあったが、パワーポイントを使った講義を受けて、その後、２人１組、相談者役と相談さ

れる役でロールプレイを交えながら実施したのでとても会場内が盛り上がり、飽きがこない内容であった。 

120分のうち、共通内容と 30分の選択内容があり、選択研修については「こころの病気」を選択したが、30

分の中でこころの病気、重要疾患、病気などの説明があったのでかなり足早になってしまい、講師自身も「こ

れも決められた内容だから皆さんに伝えないと」などと言っていて、参加者からはもう少し深く話を聞きたか

った、との声もあった。初めて会った先生であったが人柄も良く、地域で研修等を実施している方だったので

すごく話も聞きやすく、参加者からは今後も聞きたいという声があった。 

約１か月後、ここサポ認定証が町に到着して、受講者それぞれにお送りした。謝礼等も厚生労働省の方です

べて対応し、町の負担はなかった。ただ、決定や申し込みがその年度の最初の受け付けだったので、受講され

た方に認定書しか差し上げられなかったが、全国でモデル事業として早期に実施している町等では、認知症サ

ポーターの養成講座を受けた方が腕に付けるようなオレンジリングや、認定証のようなバッジを差し上げてい

たということを知り、当町としても早めにいろいろと情報を仕入れることができていれば何かできたかなと思

っている。 

 

◎事務局 

こころの健康の具体的提示に関し、新ひだか町米田委員から発言を求められ、同委員を指名。 

 

◎新ひだか町 

  心のサポーター養成事業についてであるが、当町の自殺対策の計画等では、ゲートキーパーの養成講

座を計画の中に位置付けて、出前講座の内容に入れたりして活動しているところであるが、こちらはゲートキ

ーパーとは別物なのかなと思いながらもゲートキーパーの養成講座をした活動についても心のサポーター養

成事業と同様に実績に上げることは可能か。 

 

◎事務局 

ゲートキーパー研修は平成 21年度頃から国、道で取り組んできて、各圏域でも平成 23、24年度あたりから 

市町村単位で進めてゲートキーパーになっていただいたかと思うが、自殺という言葉が付いたときにやはりハ 

ードルが高くなる気がする。ゲートキーパー研修を受けた方にとっては、傾聴をメインとする内容なのでちょ 

っともの足りないなという感じになるかもしれないが、自殺予防ゲートキーパーになかなかハードルが高いと 

感じる方にとっては、心のサポーター養成研修の方が取組としてスタートしやすいのではないか。 

もう一歩踏み込んだところまでは行かないで傾聴を主としてやりましょうという、メンタルヘルス・ファー 

ストエイドという考え方に基づいて、まずは寄り添って傾聴しようということで、結局、ゲートキーパー研修 

も身近な人の不調に気づく人をたくさん増やしたいというところと目的は同じであると思うが、もう一歩、自 

殺予防というところまで踏み込んだ内容になっている。 
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今後、国では心のサポーター養成研修の選択内容を現在の５分野から増やしていきたいという話になっている。 

病気についての理解というところと、障害を持つ方にも対応した包括支援システムというようなところにも影

響していくような大きな考え方の中で心のサポーターを周知していきたいというのも目的の一つになってい

ると思う。 

   

◎新ひだか町 

  今年度の役場内の研修でゲートキーパー研修の実施を検討していたが、心のサポーター養成講座にしたいなと

いうふうになったときに心のサポーター指導者養成研修を受けた者がいないので、道に依頼することは可能か。 

 

◎事務局 

講師派遣については、通知にも記載したが希望の有無の締切日が 9月 17日となっている。これから主催者 

側と日程調整をしていくとなると、全てに希望に応えられない可能性はあるのでご理解いただきたい。 

 

（２） 説明：「日高圏域健康づくり事業行動計画（R6～R11年度）の令和６年度取組実績の報告について」 

 

◎事務局 

本計画で各委員の照会様式が変更となったこと、取組の実施状況の増減を把握するために、総集計の様式を

作成したので、その考え方について説明する。 

前計画、平成 30年度のときの実績照会様式は、年度毎に取組概要を記載いただく形だったが、毎年同じ取 

組を実施される委員もおり、初年度に一度入力すれば、同じ取組内容を毎年入力しなくてもいいように、一つ

の様式を６年間使用していくこととした。 

また、取組に対する評価についても、効果が認められた、普及啓発につながったなどといった記載をしてい

ただいていたが、取組実施状況と取組概要の報告をいただくこととした。 

 

○資料２－１：日高圏域健康づくり事業行動計画（R6～R11年度）の令和６年度取組実績の各種集計表 

  様式の種類は行動計画の役割分担と合わせ、保健所用、町用、教育用、医療用、職域用、団体用の６種類。

６種類の違いは主体として取り組む◎と連携・協働として取り組む○という状況が異なることのみ。 

  本行動計画から教育は教育局に、医療は日高医師会に実績照会を実施している。 

委員の皆様から報告いただいた取り組みの実施状況の数をカウントし、事務局にて集計した。 

照会に使用した取組実績報告書様式は、計画策定年度である令和６年度を基準年度とし、行動計画の進行管 

理と評価を目的に、取組状況の分析に用いる。 

  報告いただく際の留意点を三つ、お伝えする。 

一つ目としては、実績入力の手間削減のため、同じ取組内容は同じ色で色分けし、同じ色の取組内容につい 

て、前半に入力した取組概要が次に同じ色が出てきた取組に、自動で同じ内容が反映されるようになっている

が、同じ内容が反映された取組の取組実施状況への✔の入力が漏れている方が多かったので、✔の入力をお願

いしたい。 

二つ目としては、令和６年度の実績を提出いただいた後、こちらで集計に必要な数式などを一部修正してい

るので、令和７年度の実績報告時は、保健所から送付した様式に令和７年度分の実績を追加していただきたい。

皆様が令和６年度に協力いただいたものが掲載されているので令和７年度も同じ取組をしていたら年度のみ

を追加するだけでよい。※「（R6・R7）～～啓発した。」 
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令和７年度に新たな取組をしたのであれば、「何を啓発した」というような記載方法にしていただきたい。 

※「（R7）～～啓発した。」 

三つ目としては、計算式により集計できる様式としたので、行や列の追加、削除はしないでいただきたい。 

 

○資料２－２：日高圏域健康づくり事業行動計画（R6～R11年度）の総集計 

  道計画の目標は数値目標があるが、日高圏域健康づくり事業行動計画は行動計画なので、取組を実施してい 

る機関が増えることで、道計画の目標や指標達成に近づいていくと考えられる。 

 道の指標にどのくらい近づいているかの評価は、日高圏域の行動計画の最終年である令和 11年度が道計画 

の中間評価の年度であり、当該年度に評価を行う予定。 

総集計の様式は、６種類の各種集計様式の取組実施状況の数を全てまとめたもので、取組の実施状況の増減

を把握するために作成した。毎年度の実績照会により、取組を実施されている機関の増減を確認しながら、各

委員のみなさまの取組につながるよう、事務局で方策を検討していく際に用いる資料である。 

ピンク色の吹き出しと行動計画の 36ページ（喫煙の領域）をご覧いただきたい。 

対象機関数は、計画に記載してある◎の主体や○の連携協働といった役割分担の委員数を示しており、22と

なっている。22 というのは、計画 36 ページの一番上の取組を見ると、全委員を主体の◎としているが、２保

健所、７町、教育と医療は１、８職域、３団体の最大 22の対象機関があるということになる。 

この取組では、○の連携・協働はない。 

資料２－２の総集計では、毎年度委員の皆様からいただいた取組実施状況を◎と○で分けてカウントした実

数になっており、実施機関数は、令和７年度以降新たにこの取組を実施された機関を追加し積み上げていく形

にしたが、現在は令和６年度と同数が入っている。この実施機関数を対象機関数に近づけることが目標。その

下の取組を主体でやっていく機関が 18となっていれば、その対象機関数が目標地点数ということになる。 

右側に目標達成状況という表示があるが、これは新規で積み上げていく実施機関数の内訳を掲載している。 

参考数値として喫煙の領域の最上段の取組を見ていただくと令和６年度の実施状況は 12 委員。その内訳は

目標達成状況にもあるとおり２保健所、６町、４職域に実施していただいた。令和７年度に取り組まれた委員

が 14あったとして、内訳が２保健所、６町、１教育、４職域、１団体で令和６年度と異なる２職域とすると、

新たに取り組まれた機関を追加し、積み上げていくということで、１教育、２職域、１団体の４委員が令和６

年度から積み上げられ、実施機関数は 16 となる。◎の実施機関数は令和６年度と比べて２増であるが、新た

に実施した機関数は４であるため、12プラス４で 16となる。 

  次に、喫煙の領域の下から２段目の取組を見ていただくと◎の実施機関数が令和６年度と令和７年度で同じ

数値であるが、実施した機関が異なるパターンとなっている。令和７年度は新たに１団体が積み上げられたの

で、令和６年度の３に１追加で、実施機関数は４となる。 

  次に、循環器病の領域の最上段の取組を見ていただくと◎の実施機関数が令和６年度と比べて令和７年度で

は減少しているパターンとなっている。令和７年度に新たな実施機関がないため実施機関数は変わらずという

ことになる。 

 主体として取り組む◎、連携・協働として取り組む○ではないのに取り組んでくれている委員については、

この数値には含めないが備考欄に記載している。 

このようにして取組の実績数の増減を把握していこうという考え方を説明させていただいた。 

 

◎事務局 

本件に関し、浦河労働基準監督署奥田委員から発言を求められ、同委員を指名。 
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◎浦河労働基準監督署 

考え方はわかったが二つ目と三つ目の例でこの実施機関数は◎だけの数字を計上するっていうことになる

のか、○を入れるということになるか。○を入れるなら、例えば 2つ目の例だったら４ではなく５になるので

はないか。 

 

◎事務局 

ここでは例示として◎だけを出させてもらった形であるが、基本は○も入れる。○も同じような考え方で積

み上げていく。ご指摘のとおり、１枚めくっていただくと◎と○を２段書きにより記載しているところがある

ので参考にしていただきたい。 

  

○資料２－３：日高圏域健康づくり事業行動計画（R6～R11年度）の令和６年度取組実績の概要 

  各領域における委員の皆様の具体的な取組内容については資料２－１のとおりであるが、本日は資料２－３

のとおり、取組内容の中から主な取組をピックアップして説明する。 

初めに、喫煙の領域についてであるが、平取町では役場本庁舎とふれあいセンターびらとりのロビーにて、

喫煙の影響と「COPD」との関係についての教材を手づくりして掲示した。看護協会日高支部では令和６年 10月

21日に浦河赤十字専門学校において、「看護学生のたばこ対策」研修会を実施した。 

次に、循環器病の領域についてであるが、えりも町では血圧手帳、減塩スプレーの配布を行った。日高地域

産業保健センターでは健康相談窓口でリーフレットの配布を行った。 

次に、糖尿病の領域についてであるが、日高町では未受診者、未治療者、要精検者へ電話や訪問等で受診勧

告を行った。浦河町では担当医と連携して受診勧奨やハガキ送付、広報への掲載を行うとともに、受診後の特

定保健指導をオンラインで実施した。えりも町では食物繊維、甘味飲料・甘味食品、飲酒のリーフレットの配

布を行った。 

次に、こころの健康の領域についてであるが、日高町ではこころの健康に関する広報記事掲載、自殺予防対

策に関するリーフレットを町内商店、門別図書館郷土資料館、関係機関、町内小中学校に配布するとともにホ

ームページや Facebook に掲載した。高校生を対象に命の授業を実施した。事例検討会を実施した。自己チェ

ック式「こころの体温計」を導入した。門別図書館郷土資料館においてこころの健康に関する書籍を展示した。

総務課主体で、職員向けカウンセリングルームを実施し、個別相談時に保健師が対応した。ゲートキーパー研

修会等において関係機関と情報交換し、現状を確認した。新冠町では広報等でメンタルヘルスの重要性につい

ての周知を行った。新ひだか町では学童向け健康教育で SOSの出し方に関する情報提供、自殺予防対策集会に

合わせたメンタルヘルスコーナーブースの設置、教育委員会が発行する学校保健連絡協議会会報に心の健康に

関する記事の掲載を行った。えりも町では、精神保健福祉士、公認心理師によるこころの健康相談、産後うつ、

育児ノイローゼ、更年期特有の心の健康に対応した産婦人科医にいつでも相談できるサービスの提供を行った。 

役場職員に対するメンタルヘルス研修の実施。教育機関・教職員への精神保健福祉士、公認心理師による相談

支援事業の確保をした。浦河町労働基準監督署では関係団体に対してメンタルヘルス対策に関するリーフレッ

ト類の送付を行った。浦河・静内保健所では定例で精神保健相談を開催し、精神科医の相談を受けられる体制

を整備するとともに、自殺に関する各種データの町等関係機関あて周知、母子保健担当者会議及び養育者連携

システム運営会議での母子のメンタルヘルスの課題について共有を行った。 

次に、栄養・食生活の領域についてであるが、新ひだか町では依頼のあった団体に健康教育を実施した。 

次に、身体活動・運動の領域についてであるが、様似町では町内のサークル活動などを紹介したパンフレッ

トの配布、広報での周知を行った。浦河・静内保健所では運動習慣の定着を図ることを目的として推進してい
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るノルディックウォーキングを広く道民に普及啓発する取組の一つとしてノルディックウォーキングのポー

ル等を貸出する制度があり、随時対応している。 

次に、休養の領域についてであるが、平取町ではこころの健康相談の相談先を記載したポケットティッシュ 

の配布を行うとともに、働き盛りの方が多い事業所へ周知して参加者を募り「睡眠と健康」をテーマに講演会

を実施した。 

次に、飲酒の領域についてであるが、日高町では特定健診会場や子どもの健診会場、門別図書館郷土資料館 

にお酒に関する媒体を展示した。日高教育局では「20 歳未満の者の飲酒防止啓発ポスター」の周知を行った。 

次に、歯・口腔の領域についてであるが、新ひだか町では成人の特定健診の実施に合わせ、歯援プログラム

の質問票と唾液検査による歯周病リスク判定、歯科指導を行った。看護協会日高支部では地域の看護師を対象

に「オーラルケアについて」のテーマで歯科医師による研修会を実施するとともに、地域の看護師・保健師を

対象に摂食嚥下の研修会を実施した。特に高齢者の口腔ケアについての教育に焦点を当てた研修会を実施し、

実際の現場で活用できる研修とした。 

次に、がんの領域についてであるが、えりも町ではがん検診の無料対象者の拡大、受診券にがん予防に関す 

るリーフレットを同封し、郵送を行った。日高生産農業協同組合連合会では事業所館内を禁煙とし喫煙場所を

館外の敷地内、プレハブに設置することにより、館内はもとより、館外での喫煙においても、地域や環境に配

慮する取組を行った。日高中央漁業協同組合では分煙室を設置した。日高軽種馬農業協同組合では事業所館内

を禁煙とし、喫煙場所を敷地内の屋外に設置することにより、館内はもとより、館外での喫煙においても、地

域や環境に配慮する取組を行った。 

次に、COPDの領域についてであるが、日高軽種馬農業協同組合では健康相談員の紹介、メニュー紹介、施設

内禁煙対策、事務所・会議室の禁煙化、屋内喫煙ルームを設置し、それ以外は屋外に喫煙場所を設置する取組

を行った。 

次に、高齢者の健康の領域についてであるが、日高町では教育委員会と共同でノルディックウォーキング教 

室を実施した。栄養士会日高支部では研修会で嚥下調整食について学び、食事を適正摂取できる手法を習得し

た。 

次に、健康を支え、守るための社会環境の整備の領域についてであるが、平取町では事務所への健康教育を 

実施した。 

次に、ライフコースアプローチを踏まえた健康づくりの領域についてであるが、日高町では教育委員会より 

小中学校の長期休暇前に早寝早起きごはん便りを発行し児童生徒に配布した。幼児検診受診の３歳児に「はや

ねはやおきあさごはん えほん」を配布した。学童児童を対象にした保健師、歯科衛生士、栄養士による健康

教育を地域の保健推進員の協力のもと実施した。えりも町では乳幼児検診や育児相談等で、子どもの遊び、デ

ジタル機器の使用、睡眠等についてのリーフレットを配布し指導するとともに、子育てアプリや SNS等を活用

した小児科医・助産師にいつでも相談できるサービスの提供、医療情報の動画配信、産婦人科医にいつでも相

談できるサービスの提供、医療情報の配信を行った。 

その他、複数領域にわたる取組としては、新冠町では公共施設敷地内禁煙を実施した。えりも町では厚労省

アプリ（アルコールウォッチ）の操作紹介をして、肝臓でアルコールを解毒するまでの所要時間を対象者に自

覚してもらうための動機づけで活用した。浦河商工会議所ではポスターの掲示を行った。日高建設協会では協

会職員の一般健康診断の受診確認を行うとともに、災防団体で主催する各種講習会場でパンフレットを備え

付け、情報発信を行った。日高軽種馬農業協同組合では JA健康機関誌「北農けんぽだより」による啓蒙を行

った。浦河保健所ではほっかいどうヘルスサポートレストランの登録店や未登録店に向けて、事業周知のため

のチラシを作成した。 



12 

 

    なお、資料２－２に掲載している他の取組についてもご確認いただき、委員の皆様の間での情報交換に活 

用するなど、関心を持つ領域の取組の進め方の参考としていただきたい。 

   次に、資料２－２の総集計をご覧いただきたい。 

先ほど、主な取組内容を紹介したが、資料２－１の総集計は、行動計画で定める「主体」「連携・協働」の

役割を担う機関を「対象機関数」とし、委員の皆様の実施状況を「実施機関数」と表示して、全ての対象機

関に実施していただくという「目標達成」に向けた状況をお示ししたものになる。「★重点領域 喫煙」と、

あわせて行動計画の 36ページをご覧いただきたい。「★重点領域 喫煙」の最上段には、◎の対象機関とし

て、全ての委員の数である「22」が入り、実施機関数は「12」となっていて、令和７年度以降、新たに取組

を開始した機関を追加していくことになる。 

次に、「★重点領域 循環器病」と、あわせて行動計画の 54ページをご覧いただきたい。「★重点領域 循

環器病」の最上段には、対象機関数として◎が「９」、○が「12」入り、実施機関数は◎が「９」、○が「４」

となっている。◎は目標を達成した状況にあるが、現在の取組を継続するとともに、その見直しや、新たな

取組を追加するなど、引き続き、取組を実施していきたいと考えている。他の取組についても同様の考えで

取組を進めていきたいと考えている。 

また、行動計画で「主体」「連携・協働」の役割を担う機関とされていないが、積極的に取組を進めていた

だいた機関名とその取組内容を備考欄に掲載している。取組例を紹介すると、「★重点領域 喫煙」の「学校

と連携した 20 歳未満の者の喫煙防止教室等のたばこ対策事業」として、北海道看護協会日高支部様に「看

護学生のたばこ対策」研修会を実施いただいた。 

「がん」の領域では「喫煙が及ぼす健康への影響についてのホームページや健康教育教材の活用等による

情報提供の強化」として、本日、ご出席の浦河労働基準監督署、浦河商工会議所、日高建設協会にリーフレ

ットの送付等を実施いただいた。引き続き、取組を実施いただきますよう、よろしくお願いしたい。 

最後になるが、すでに取組を実施いただいている委員に感謝を申し上げるとともに、実施が難しいと感じ

ている委員においては、本連絡会を活用した他団体との連携等により、一層、取組の推進にご協力いただく

ようお願いしたい。 

 

◎事務局 

各委員より報告いただく来年度の取組実績については、事務局でとりまとめをし、各委員が実施していく上

での参考となるよう、還元していきたいと考えていることを説明。 

 

（３） 説明：「働く人も参加できる地域住民向けの健康づくり事業一覧について」 

 

◎事務局 

働く人も参加できる地域住民向けの健康づくり事業一覧について説明する。 

 

○資料３：働く人も参加できる地域住民向けの健康づくり事業一覧 

  令和７年２月に実施した「日高圏域地域・職域連携推進連絡会の今後の取組に向けたニーズ調査」では、働

く人向けに限定して健康づくりに関する事業についてお聞きしたところであるが、今回、地域・職域連携の一

助となるよう各機関で実施されている働く人も参加できる地域住民向けの健康づくり事業を事前に報告いた

だき、事務局にてとりまとめた。 

この度、働く人も参加できる地域住民向けの健康づくり事業を取りまとめた背景は、職域は、町の事業を知
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る機会となり、町は職域委員を通じて広く周知できる機会となることで、地域と職域の連携につながる一歩に

なるのではないかと考えている。先ほどの資料１－４で説明した、セルフケアの町主催の健康づくり事業への

参加にもつながるので参考にしてほしい。 

 

＜各町・団体における課題及び取組状況について＞ 

◎事務局 

  ここで、出席していただいている委員から、健康づくりに関する取組や意見を伺うこととし、各委員を指名。 

 

◎日高町 

平成の初期から健康まつりを各関係団体と保健師とで実施してきたが、そのうち町の健康課題を解決するた

めの一つの手段として、４年前から日高元気はつらつ事業に取り組んでいる。なかなか若い世代が来なくて、

５年前、６年前に３か所の集計をしたときに、もう高齢者の割合が 60 代、70 代が半数以上を占めているとい

うことで、ちょっとこれは軌道修正が必要ではないかと言ったときにコロナ禍になって、お客様を集めて事業

展開ができない状況となった。何かできることはないだろうか、なかなか若い世代、働いている世代で集まり

づらくなっている、集団が個別化している印象も受けて、そのニーズに対応するためにはいうことで、この元

気はつらつ事業の２本柱を設定し直したという経緯がある。 

 目的としては、町民に健康に対する理解を深めて、健康で明るいまちづくりを推進していくということ。一

つ目はヒダカオータムウォークという、スマホの歩数アプリを使ったウォークラリーを実施して、前年度は 10

月の１日から１か月間、今年度は９月１日から９月 30 日の１か月間に設定し、集計した歩数に基づいて、景

品、商品、表彰をする等のインセンティブを持ちながら、健康づくりに寄与していたところである。 

対象者については、日高町民、日高町内で勤務されている方を対象にしている。前年度については、初級者、

中級者、上級者とし、歩数を想定値で設定をして、チーム戦、個人戦で楽しみながら歩く健康づくりを活かし

ていきたいというふうに思い踏み出したところ。 

次に健康づくり講演会についてですが、今年度はスポーツインストラクターを講師に実技やエクササイズ、

ヨガ、ズンバ、筋トレを実施してきたところであるが、町内に運動施設があるので、とねっこ館の講師の先生

をお呼びしたのと、新ひだか町のフットルースの講師をお呼びして、歩き方、靴について話をいただいた。休

日の日中開催を１回目、２回目にやってきたがなかなか集まりづらいところもあり、３回目、４回目は平日の

夜間帯に設定し、子ども連れの保護者や高齢者まで幅広く年齢層から参加された。アンケートの結果も確認し

ながら、なるべく若めの人たちが健康習慣を身につけられるようにいろいろ試していきたいと考えている。 

 

◎新冠町 

  新冠町では働く人向きという感じではないので、その年代の方たちにちょっと参加してもらいたいなって思 

 う事業を紹介する。 

 一つ目が生活習慣病の予防講座で、からだリセット講座という名称をつけて実施し、対象を 30歳から 64歳

の働き世代にしている。６月から 10月、今回は 10月まで月１回ベースで、５回を 1クールとして、夏場なの

で、18 時から 20 時くらいの夜間帯で実施している。11 月以降の冬の期間は、平日の午前 10 時から 12 時ま

で。狙いとしては、夜は働き世代の方たちに参加してほしい。日中は、子育て中のお母さんたちにも参加して

いただきたいというところで開催している。 

 運動講座を単体で実施している中で、運動、歯科、栄養というプログラムを織り交ぜながら始めているが、

近年、働き世代はなかなか参加してくれなかったり、日中に関しても 64 歳までとしていても高齢者の方から
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のどうしても参加したいという声も多く、参加していただいてはいるが目的と合わなくなってきているので見

直しが必要と考えている。去年、町の青年部の団体などへ個別に声かけしたところ、結構参加してくれる方が

いたので、団体への声かけも一つ有効な手段かと思っている。 

もう 1つは健康教育というところで、町は出前講座として年間を通じて実施しており、老人クラブの団体か

らの依頼も多いが、商工会に所属している建設協会、自治会からの依頼も多く、自治会によっては若い世代が

積極的にやっている地域もあるので、団体への活用してほしいという声掛けなど、周知の仕方に工夫が必要と

考えている。 

 

◎新ひだか町 

 新ひだか町では、２点あげさせていただく。一つ目が健康フェア in 新ひだかというもので、日高町からも

説明があったが元々は健康まつりとして開催していたもの。コロナ禍で一旦その健康まつりの見直しを行い、

それを復活はさせなかったが、健康フェアは広く町民の方に健康づくりの啓発という形で、健康チェックなど

ができますよとお知らせをする形。当町の健康課題として、かなり特定健診や癌検診の受診率が低いというこ

とがあり、健康チェック、子ども向けの食育アプリ体験などというようなものを開催しているという名目で、

入口はそこで健康チェックをしていただいて、帰る前に保健師の方で「健診はどういうふうに受けられていま

すか」「どういった職場で受けられていますか」ということを確認し、検診を受診してもらう目的で今年度初め

て開催した。 

 今年度は３回の実施を計画していて、すでに２回目が終了。１回目は、静内の図書館で七夕まつりがあり、

それと合わせて開催した。周知の期間が短かったのでおそらく健康相談を目的に来た人はほぼいないと思われ

るが、七夕まつりに参加した親、子ども連れの方たちが、七夕祭りの後に寄ってくださりかなり盛況だった。   

お子さんが、子ども向けのアプリをやってみたいということでこちらの方に来られて、親御さんも来てくだ

さった。意外と検診を受けていることがわかった。お父さんも、検診を受ける機会が少ないお母さんも健康チ

ェックを楽しんでくださった印象である。 

第２回は、静内のＤＣＭの駐車場で自衛隊主催の防災フェアのイベントがあり、こちらもこのイベントに合

わせて開催した。こちらを目当てというよりは、いろいろなものを目的に来ていただいた方に、お声掛けをし

て、悪天候であったが人数の方も来ていただけように思う。 

 ３回目は静内のコープで開催予定。特にイベントと抱き合わせではないので、どの程度人数が来るか、わか

らない状態ではあるが、今年度初めての取り組みなので、それぞれ実施したものを生かしながら次年度以降の

ことを検討していかなければと考えている。 

出前講座は新冠町と同様、商工会にも回答を依頼して、商工会会員に届くように出前講座のお知らせを周知

している。コロナ禍後、ちょっとずつ健康教育の依頼が戻ってきている印象がある。 

事業所訪問については、商工会の方に発信していただいた事業所を少しずつ回らせていただき、事業所の方

の健康管理の状況や、メンタルヘルスの管理をどのようにしているか聞いた上で、町の取組と合うところがあ

れば一緒にやっていけないかなという話をしながら回っている状況である。 

 

◎様似町 

 年に１回ヘルスアップ教室ということで、主に短期間の運動不足解消と、望ましい生活、運動習慣の習得の

ための教室というものを実施し、外部委託の講師により運動教育をしていただいている。 

町の管理栄養士が栄養に関する料理教室を開催し、半年ぐらいの間に年２回実施。教室ができたきっかけが、

特定健診等で運動、食生活に改善が必要な人をどのようにサポートしていくかというところであった。対象者



15 

 

は一応 40代以上としているが、やはり、メインの参加者は 70代前後で、なかなか来てほしいターゲット層の

方には来ていただけない。メンバーの固定化もあり、今後は教室のあり方を検討しなければならないと考えて

いる。 

 

◎えりも町 

コロナ前のときには年１回、成人向けの事業として町の健康課題に沿ったものを実施。食改とタイアップを

して、試食のようなものを出していた。他市町村でもそうだが、目的と合わなくなってきて、リピーターの人

ばかりとなり、来てほしい年齢層がなかなか来なくなってしまい休止になって今に至るという状況にある。町

に４月から新人の保健師が２名採用になり、マンパワーの方が少し解消されたので今回提供された資料等にも

目を向けて、取組について考えていきたい。 

 

◎北海道栄養士会日高支部 

地域住民に向けて、各町の管理栄養士がそれぞれの取組を実施していると思うが、例えば地域住民に栄養指

導する等の立場の会員の中では、会員の資質向上の意味で、知識習得するために研修会で勉強するところにま

ずは重点に置きたいと思っている。研修会のときに重点項目のリーフレットを配る等を検討していきたい。10

月に労働基準監督署を講師としてお話を聞けるので、勉強する機会と捉えている。 

 

◎日高医師会 

 地域住民向けの健康づくり事業といったものは、こちらは一切していない形である。先生方も日々の診療で

いっぱいの状態。各委員のお話を伺って、医師会としても何かお手伝いできることがないかということを考え

ていきたいと思う。12日に総会があるので、各町の健康づくりの取組を伝え、医師会としても、そういった取

組ができるのか、事務局の方から会長通して提案してみたいと思う。 

 

◎日高地域産業保健センター 

従業員数 50 人未満の事業所を対象にして、産業医の先生に健診結果を見ていただく事業があり、最近は労

働基準監督署の巡回に行っていただいて、健康相談窓口に見えられる事業者が少し増えてきたがまだまだとい

う感じである。こちらでは電話勧奨をしたり、リーフレットを毎年 200以上は日高管内で配るようにしている。

健康についてすごく熱心な事業者もいるが、こちらからお声がけしても聞いていただけないところもあったり

して、労働基準監督署のお力を借りている。 

 

◎浦河労働基準監督署 

 配布したリーフレットの中で、全国労働衛生週間というリーフレットがあるのでそれを見ていただきたい。

厚生労働省として毎年 10 月１日から７日までの 1 週間、全国労働衛生週間という形で取組を展開していると

ころであるが、１か月前の９月１日から 30日までの間を準備期間とし、取り組みを進めている。 

毎年度スローガンの募集をかけて決めているが、今年度はワークライフバランスに意識を向けて、ストレス

チェックで健康職場というところで、今回議事に上っているこころの健康にも関わるようなところでフォーカ

スを当てている。いろいろな健康管理に係る項目があり、そこについて各事業者、関係団体に点検をしていた

だくきっかけということで周知をしている。 

チラシの裏面に各取り組みをした対策に関する情報窓口というところで、それぞれＱＲコードをつけている。

例えば、産業、保健活動総合支援というところで、団体の中でこれからストレスチェックを導入してみようか
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というときに、導入に資金が必要なので、そこにかかる費用を団体経由産業保健活動推進助成金というものが

あり、導入に関して、取り組みをしていただいた事業主団体様に一定のお礼の金額を助成させていただくとい

った取り組みも毎年実施しているので、そういったところをご検討いただいたり、メンタルヘルス対策では今

日の会議で何回か名称があがりましたが「こころの耳」のご案内させていただいている。 

また、労働者の方の高年齢化というところ進んでいるので、高年齢労働者の健康づくりとして、健康増進の

情報もこちらの方から確認できると思うので、確認、あるいは周知等でご協力いただければと考えている。 

 

◎浦河商工会議所 

「会員を集めて」ということは難しいので、がんのリスク検査みたいなものをうちでもやってみようという

ことで、今回は会員限定ではあるものの、紙のチェックのがん検査を会員に回覧して、今、随時、申し込みを

受け付けている。何人か申し込みがあったので、会員の皆様も気になっているところではあるのかなというふ

うに考えている。 

 

◎日高建設協会 

建設協会だけでなく、建設業の災害防止協会や、林業災害防止協会、陸上貨物の災害防止協会など、４団体

ほど兼務している。その中で、いろいろな労働に関する講習会を年６回ほど開催しているが、先ほどから話が

出ているこころの耳や、労働安全衛生コンサルタント会で出している「老若男女の働く職場 守ろう！みんな

の命と健康 活かそう！」等の健康に関するパンフレットをそういう講習会の都度、資料に合わせて「気をつけ

てください」ということで提供している状況である。労働安全週間に合わせて、日高地区の災害防止大会を開

催する予定となっている。そのときには、労働基準監督署に講師としてお話をしていただく、あるいは、中央

労働災害防止協会が講師として労働衛生管理のお話をしていただく予定。 

 

３ 閉会 

 

◎事務局 

各町や各団体への取組について、発言を求めたが特になく、本日の議事は以上である旨を告げた。 

 

○事務局からの連絡事項 

本日は貴重なご意見、ご発言をいただき感謝申し上げる。令和７年度の第２回地域・職域連携推進連絡会に

ついては、令和８年２月頃に開催予定であり、こころの健康をテーマとして、学習会や好事例発表等の実施を

予定している。道としては、計画の目標達成に向け、地域職域関係団体の皆様と協力して、日高圏域の健康づ

くりを推進していきたい。ご多忙のなかと思われるが、引き続きご尽力願いたい。 

今日の発表で、関心を持った取組があれば、連絡会終了後、名刺交換等で連携の輪を広げていただければと

考えている。また、各町のチラシ等、参加会員に周知したい場合は、各自ご対応願いたい。 


